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＜ワークショップの趣旨＞ 

住民のみなさんとともに、東浦町の資源となる景観を見つけて、分析することにより、景観形

成の基本方針を検討するために開催しました。 

 

＜5回のワークショップの内容＞ 

第１回 8月 23日（金） 

午後１時～5時 

東浦町景観計画策定の概要説明 

先進事例視察（半田市岩滑地区・半田運河地区） 

※半田市職員の説明を聞きながら現地をみる。 

講演会 ９月７日（土） 

午後 1時 30分～3時 

東浦町景観づくり講演会 

（仮題）景観づくりとまちづくり 

岐阜大学 出村 嘉史 准教授 

第２回 ９月 14日（土） 

午前 10時～12時 

景観計画とは、景観の見方・捉え方（ミニ講座） 

東浦町のよい景観・守るべき景観を探す。 

※地図・航空写真・資料を見ながら議論する。 

※第３回の現地調査のルートを考える。 

第３回 10月５日（土） 

午前 10時～12時 

景観を現場で確認する。 

※第 2回で探した景観を現場で見る。 

※写真撮影、地図上に記録を残す。 

第４回 10月 26日（土） 

午前 10時～12時 

景観資源マップを作成する。 

※よい景観・守るべき景観を地図に表現する。 

※アンケート結果やこれまでに議論による景観資

源マップをもとに議論する。 

第５回 11月 30日（土） 

午前 10時～12時 

東浦町の景観形成の基本方針を考える。 

※どのような景観を守り・育てるか。 

※住民として景観形成のために何をすべきか。 

 

＜ワークショップの進め方＞ 

○2グループに分かれて議論・検討を行いました。 

○各グループにファシリテーターがついて、住民のみなさんの話し合いを整理しました。 

○各回の最後に、グループごとの話し合いの成果を発表しあいました。 

 

資料３．住民ワークショップの概要と結果 
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＜第１回ワークショップの結果＞（ワークショップだより） 
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＜景観講演会の結果＞ 
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＜第２回ワークショップの結果＞（ワークショップだより） 
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＜第３回ワークショップの結果＞（ワークショップだより） 
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＜第４回ワークショップの結果＞（ワークショップだより） 
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＜第５回ワークショップの結果＞（ワークショップだより） 
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＜第５回ワークショップの結果＞（景観資源マップ） 
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＜第５回ワークショップの結果＞（景観形成の基本方針案） 

＜東浦町の景観づくりの理念・テーマ＞ 

【案１】 東浦を自慢したくなる、東浦への誇りや愛着を育む景観づくり 

【案２】 東浦に住みたくなる、住み続けたくなる景観づくり 

【案３】 子どもや孫に東浦の歴史や自然を伝え残す景観づくり 

＜東浦町の景観づくりの基本方針＞ 

【地形と景観軸】地形の変化と景観構造をふまえた景観づくりを行う。 

【自然】里山・田園風景・ぶどう畑などの自然の景観を大切にする。 

【歴史】歴史資源を大切にし、東浦の成立ちを感じる景観づくりを行う。 

【住宅地の景観】魅力を高める住宅地の景観づくりを行う。 

【歩行と視点場】歩いて楽しめる景観づくり、居心地のよい視点場づくりを行う。 

【地区ごとの景観づくり】各地区の特徴的な景観を大切にする。 

【身近な生活景観】まちなかの小さなホッとする景観を大切にする。 

【住民主体の景観づくり】すべての住民が景観づくりに関わる。 

＜景観づくりのポイント・手法のアイデア＞ 

○東浦で大切にしたい景観ゾーン、各地区で大切にしたい景観資源を決める。 

○景観資源とあわせて、景観資源の周りを一体的に保全する。 

○古きを活かしながらまちを再生する。 

○緑の多い住宅地づくりを行う。 

○季節ごとの花や植物の見どころをつくる。 

○里山や公園をネットワークさせる。 

○景観づくりを商店や商業の活性化、観光振興につなげる。 

○景観づくり、景観を守るステップや手法を伝える。 

○景観づくりや景観保全に住民が関わるしくみをつくる。 

○すべての住民が景観を自分ごとで考える。 

○子どもや住民が景観づくりへの関心を持つための取組みを行う。 

○景観に関する情報を発信する。景観づくりに取り組む人をつなげる。 


